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3月定例会報告　　一般質問

高山市議会ぎかいだより第27号

【
問
】
4
年
制
大
学
が
な
い

高
山
で
、
大
学
連
携
セ
ン

タ
ー
の
未
来
図
は
。

【
答
】
世
界
の
若
者
が
集
ま

り
、
市
民
と
と
も
に
新
た

な
高
山
を
創
造
で
き
る
よ

う
、
大
学
が
あ
る
都
市
に

ひ
け
を
取
ら
な
い
取
り
組

み
と
し
た
い
。

【
問
】
特
命
部
署
と
せ
ず
市

の
機
関
か
ら
独
立
し
た
形

と
す
る
狙
い
は
。

【
答
】
多
様
な
大
学
・
団
体

の
参
画
や
柔
軟
な
事
業
展

開
で
、
本
質
的
か
つ
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
研
究

や
提
言
に
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】
成
否
の
鍵
を
握
る
セ

ン
タ
ー
長
等
の
人
選
は
。

【
答
】
ス
タ
ッ
フ
体
制
は
未

定
で
あ
る
。

【
問
】
市
と
し
て
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、
大
学
活
動
の
環

境
整
備
の
予
定
は
。

【
答
】
飛
騨
高
山
サ
テ
ラ
イ

【
問
】
木
材
価
格
、
特
に
山

元
立
木
価
格
が
下
が
り
続

け
て
い
る
原
因
は
無
垢
材

需
要
の
減
少
に
あ
る
。
無
垢

材
需
要
拡
大
の
方
策
は
。

【
答
】
匠
の
家
づ
く
り
支

援
事
業
や
東
濃
檜
と
飛
騨

の
杉
の
家
づ
く
り
支
援
事

業
等
に
よ
る
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
く
。
伝
統
建
築
技

術
者
の
育
成
も
重
要
で
あ

り
支
援
を
し
て
い
く
。

【
問
】
運
動
器
の
機
能
不

全
は
骨
折
や
捻
挫
を
誘
発

す
る
。
文
科
省
は
学
校
で

の
健
康
診
断
に
運
動
器
検

診
を
追
加
し
た
。
市
の
児

童
・
生
徒
の
実
態
と
対
策

は
。

【
答
】
市
で
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
内
科
検
診
時
に｢

四
肢
の
状
態｣

も
加
え
て
い

る
。
体
育
の
「
体
づ
く
り
運

動
」
の
中
で
ス
ト
レ
ッ
チ
等

を
行
い
、
関
節
の
稼
働
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
を
実
施

し
て
い
る
。

【
問
】
慶
応
大
学
が
鶴
岡

市
（
山
形
県
）
で
タ
ウ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
き
（
平

13
年
）
、
地
域
の
高
校
生

を
巻
き
込
ん
で
研
究
を
進

め
、
多
様
な
地
域
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
。
高
大
連

携
に
よ
る
高
校
の
活
性
化

と
地
域
づ
く
り
へ
の
連
動

【
問
】
高
山
な
ら
で
は
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
と
記
念

撮
影
用
の
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル

導
入
の
考
え
は
。

【
答
】
導
入
を
前
提
に
市
独

自
の
デ
ザ
イ
ン
や
作
成
・
配

布
の
方
法
、
市
役
所
内
で

の
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
設

置
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

大
学
連
携
セ
ン
タ
ー

林
業
政
策
に
つ
い
て

子
供
の
健
康
に
つ
い
て

高
大
連
携
に
よ
る
地

元
高
校
の
活
性
化
策

に
つ
い
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

夢
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
婚
姻
届
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ
林
業

政
策
を
！

中筬 博之 議員

松山 篤夫 議員

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
・
運

営
す
る
な
か
で
取
り
組
み

た
い
。

【
問
】
大
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
て
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
も
期
待
す
る
が
。

【
答
】
市
長
以
下
、
連
携
す

る
８
大
学
の
ほ
か
国
内
外

の
大
学
へ
の
参
加
Ｐ
Ｒ
に

努
め
る
。

【
問
】
市
民
の
理
解
・
協
力

も
不
可
欠
で
は
。

【
答
】
高
大
連
携
な
ど
話
し

合
い
を
継
続
し
て
い
る
。

【
問
】
文
化
会
館
は
、
老
朽

化
し
て
い
る
。
歴
史
文
化
を

利
用
し
全
国
や
海
外
の
観

光
客
と
、
飛
騨
地
域
の
高
校

生
の
待
機
所
な
ど
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
早
期
建
設
に
向

け
年
度
計
画
策
定
を
。

【
答
】
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
施
設
に
す
る
た

め
、
文
化
協
会
や
市
民
か

ら
広
く
意
見
を
伺
い
、
ま

ず
は
基
本
構
想
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
国
会
審
議
で
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
が
高
山
市
の

取
り
組
み
を
評
価
し
紹
介

さ
れ
、
全
国
に
テ
レ
ビ
放
送

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
引
き

続
き
市
長
職
の
考
え
は
。

【
答
】
新
し
い
「
歴
史
創

生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】
日
本
遺
産
の
認
定
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
さ
れ
た
、
日
下
部
民

藝
館
・
吉
島
家
と
祭
屋
台

展
示
の
桜
山
八
幡
祭
屋
台

会
館
が
あ
る
下
町
地
区
に

お
い
て
観
光
地
の
資
質
向

上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
。

【
答
】
全
世
界
へ
ス
マ
フ
ォ

等
を
利
用
し
て
、
祭
屋
台

や
文
化
財
の
画
像
や
解
説

を
発
信
し
国
際
的
観
光
地

の
資
質
向
上
に
努
め
る
。

【
問
】
国
道
1
5
8
号
、
安

房
ト
ン
ネ
ル
か
ら
長
野
県

側
に
お
い
て
、
地
震
に
よ

る
山
の
土
砂
崩
れ
や
古
い

ト
ン
ネ
ル
の
崩
壊
に
よ
る

事
故
が
発
生
す
る
と
観

光
客
が
減
少
し
、
経
済
的

に
大
き
く
影
響
す
る
。
道

路
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
現
道
の
古
い
ト
ン

ネ
ル
５
箇
所
を
２
箇
所
の

新
ト
ン
ネ
ル
整
備
に
向
け

て
工
事
着
手
し
て
い
る
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

早
期
に
文
化
会
館
建
設
を

観
光
地
の
資
質
向
上
を

谷澤 政司 議員

に
つ
い
て
の
市
の
取
り
組

み
策
は
。

【
答
】
連
携
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
高
校
か
ら
の
提
案

も
受
け
て
お
り
、
一
つ
一
つ

具
体
化
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
、
高
校
や
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。


